
山陰研究センターは、山陰地方の特性を踏まえた人文社会科学分野の研究を推進す
ることにより、地域の経済、社会および文化の発展に寄与することを目的として設け
られた法文学部の附置研究所です。
2004年の創設以来推進してきた共同研究（山陰研究プロジェクト）を軸に、その

最新成果を紀要『山陰研究』に掲載し、島根大学学術情報リポジトリを通じて誰でも
読める形で公開しています。また2012年からは、研究内容を一般の方々にもわかり
やすく解説した「山陰研究ブックレット」を刊行しています。
講演会、シンポジウム、企画展示、山陰研究交流会などを開催し、学生や一般市民

の方々にも人文社会科学の地域課題について学ぶ場を提供しています。また研究者と
市民の方々が一堂に会し、地域のまちづくりやくらしの将来像について議論するため
のフォーラムやセミナーも開催しています。

法文学部山陰研究センター企画研究員 岩本 崇（室長）、関 耕平、田中 則雄

人文社会科学の研究を通じて地域の学びをひらく

山陰研究ブックレット

山陰研究センター設立20周年記念シンポジウム（2025年2月）
「山陰研究の可能性と広がり―人文科学と社会科学の試み―」
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